
地

球

節
十
三
噂

節
二
馳

10粥

二
四

-
も
少
し
-
高
渦
で
あ
っ
た
｡

主

要

文

献

B

u
ll.ck
･
R
･
N
･
N
o
te
t

o
a
c
c
.
m
p

any

s
o
m
e
F
o

ssils
from

J
a
p

an
.

Q
･11rt
.
J
o
u
r
.

G

eoL
So
c.
100S
i.v
o
t.
2
3.
p
一
i6･

和

歌
-;
朕
紀
伊
脚
化
石
及
北
高

地
､

地
質

挫

難
詰

S
:警

手

二
中

節
六
番

甘

六
十

凹試

火
基
梓
之
助

二
十
粥

分

ノ

7

那
恕
地

質

脚
桁

及
紀
州
沖
朋
軍

二
十
七
年
｡

M
･
Y
o

lハ.
y
a
m
a
一
T
e
rtiar
y
F

o
ss
ils
fr
om

K
ii･
=
本
地
封
単
地
拙
埠
糾
琳

大
正
十

二
年

節
二
怨

琴

二

鶴

川

十
七
H

石
川
成
海

相

批
秘
峰

池
鹿
地
球

大北十
五

中

節
:,TI-.怨
凹
甘
三
十
九
rhTrl

中
村
新
太
郎

日
本
化
桁
鑓
地
表
(
二

､
利
故
山
脹
)
地

球

火
正
十
五
咋

鈴
五
怨
正
雪

;十
七
訂

石
川
成
串

南
紀
醐
β
臨
軸
研
究
併
行
串
記

地
域

昭
利
四

坤

第
十
二
位
九
九
茶

京

都

肯

地

園

の

研

究

(
ll)

藤

田

元

春

第
五
期

(
十
九
世
紀
末
)
の
作
品

◎
穿

刺
匿
竺

歴
之
園

謂

批
畑
㌍

望

郷

至

枚

■

太
さ
は
大
輪
岡
の
二
分

一
で
あ
る
､

即
ち

一
町
を
四
分
ビ
し
た

一
笛
分

1
の
縮
尺
で
あ
る
｡
し
か
し
銅
版
で
あ
る



か
ら
､
大
輪
聞
よ
-
も
却
っ
て
鮮
明
で
あ
る
｡
そ
の
附
言
が
面
白
い
｡

一
､
京
帥

ノ
閲
薦
楽
刻
成
頗
多
ク
規
無
蓋

ヱ
Lg
硝
セ
-
､
然
γ

ニ
時
勢
附
革
ア
-

地
形
礎
換
ア
リ
時
ト
シ
テ
旺
正

セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
｡
維
新
以
降
土
地
の
匿
寛
大
に
蒐
革

ス
固
テ
今
諾
間
ヲ
参
考
シ

以
テ
之
ヲ
改
訂
ス
題
シ
三
月
都

債
介

1
児
･L
ll.q
フ
｡

二

相
外
山
城
入
郡
丹
些

二
郡
ヲ
附
ス
惟
上
下
烹
伏
水
ヲ
形

ス
ル

ハ
各
位

ノ
分
域
ヲ
範
ル

ニ
瞭
魯
空
フ
ン
ヲ
欲

シ

テ
ナ
リ
｡

一
p
此
圃
特
に
描
待

ノ
偶
成
ヲ
指
示
ス
ル

ヲ
婁
ト
ス
'
郡
村

ノ
如
キ

rl
間

ヨ
リ
兼
ダ
基
頓

工
学

フ
ズ
ー
且
刻
成
魚

エ
シ
テ
忽
革
エ
ア
竣

ム
乃
チ
批
謬
渉
漏
斗
ル

ニ
斗
最
ナ
ラ
ン
極
メ
テ
陳
妄
其
罪
過
ル
所
ナ
キ
ヲ
知

γ
､
黛
勘

ノ

君
子
瑚

モ
蓮

正
シ
章

二
明
諏
ヲ
腸

,l
則
復
改
刻
七
･b
ム
べ
キ
而
巳

明
治
六
年
節
七
月
官
許

著
者
識

明
治
九
年
四
月

十

八

日

出

版

版
柾

御
願

定
憶
金
三
十
億

同

年
四

月
甘
九
円

版

構

免

許

高
知
悌
士

族
上
京
第
三
十
匿
橘
町
二
百
三
十
三
番
地

純

正

者

稲

富

正

水

京
都
府
平
民
上
京
第
廿
九
閲
前
之
町
四
百
五
十
二
番
地

出

版

人

村

上

勘

兵

術

か
う
し
た
次
第
で
､
原
園
は
明
治
六
年
の
満
番
で
あ
る
｡
い
か
に
も
郡
部
は
鳥

粕
閲
的
に
い
れ
て
あ
っ
て
整
頓
に

至
ら
な
い
.
柁
ゞ
景
都
市
術
間
の
置
域
を
指
示
す
る
の
要
指
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
.
著
者
が
総
凍
S
例
に
従
っ
て

訳
郡
か
地
問
の
脚
光

豆

二
五



蝿

球

筋
十
三
巷

第
二
義

lO(

二
六

r
校
正
J)
ビ
託
し
､

し
か
も
そ
の
定
収
を
鼻
輪
億
と
し
た
こ
と
は
誠
に
面
白
い
.
京
都
の
市
稗
阿
は
か
う
し
た
明
治

の
初
年
か
ら
'
拭
拾
甥
乃
至
参
拾
儲
'
そ
れ
が
今
口
で
も
小
葉
の
標
準
で
あ
る
｡
あ
ま
h
よ

い地
肺
が
幼
何
に
的
現

し
て
こ
L･t
い
珊
由
が
よ
め
る
と
皿
は
れ
る
｡

業
者
顧
清
正
水
は
こ
の
後
も
引
き
つ
Y

い

て
､
京
の
地
周
家
で
あ
っ
た
ビ
見
え
､
明
治
十
二
年
十
二
月
御
屑
'
同

十
三
年

一
月
出
版
の
笹
剖
改
正
京

都
之
固
ビ
い
ふ
の
を
下
京
､
中

ノ

町
'
辻
本
定
次
郎
か
ら
発
車
し
て

ゐ
る

(
こ
れ
は
三
高
卸
音
宴
の
戎

本
で
あ
る
)
｡

そ
の
大
さ
は
二
甫
分

一
(
1
町
を
二
分
)
の
市
衝
蘭
で
あ

る
｡
か
-
し
た
同
類
の
地
周
で
同

じ
-
明
治
十
二
年
に
風
月
堂
か
ら

出
版
し
た
橋
本
滞
月
の

｢
京
都
府

官
組
分
細
脚
｣
と
い
ふ
の
も
あ
る
｡

大
さ
は

一
町
を
三
分
､
約

一
首
五

千
分

一
で
あ
る
｡
い
づ
れ
も
銅
版

で
あ
る
.
し
か
し
こ
れ
ら
の
類
の



中
で

､
明
治
六
年
梨
園

山
蕗
分

一
軍

氷
版
ほ
ざ
面
白
い
も
の
は
な
い
｡
彩
色
が
カ
ッ
パ
増
で
あ
る
こ
bJ
は
既
述
し
た

通
で
あ
る
｡

予
は
こ
ゝ
で
本
間
の
解
説
を
試
み
る
で
あ
ら
う
｡

第

一

御

土

居

天
保
二
年
の
知
見
閲
に
.既
に
明
瞭
穏
和
土
居
が
で
て
ゐ
る
が
p
そ
の
以
前
の
京
都
園
に
は
之
を
敏
い
た
の
が
多

い

本
圃
は
天
保
版
の
跡
字

っ
け
て
太
い
蹟
線
を
以
て
之
を
指
示
す
る
｡

盟
臣
秀
音
が
京
都
を
修
川
す
る
に
潜

っ
て
､
之
を
つ
-
つ
た
も
の
で

｢
近
衛
信
升
公
記
｣
天
正
十
九
年
の
憶
に
は

T
,
大
正
十
九
坤
壬
止
Jl
よ
り
洛
外
に
胡-1
を
ほ

ら
せ
ら
る
､
竹
-

つ
(
ら
る
1
こ
と
も

蒜

也
､
二
月
に
過
牛
成

就
也

十

の
口
あ
り
と
也
､
北
都

何
た
る
塑
打
ぞ
と
去,
々
･
怒
徒
出
1-ヒ
之
岬
(
は
や
鉱
)
を
つ
か
せ
､
そ
れ
を
棚
樹
に
十
門
を
た
て
､
其
内
を
槻
捲
戊
と
也

ビ
説
明
し

て
あ
る
｡
｢
糊
怪

事
暗
愚
｣
の
日
記
.

天

正

十
九
空

1月
l盲

の
榛
に
も
'

｢
iぷ
中
絶
揺
り
口
六
十
関

の
山
申
快
｣

ビ
出
て
ゐ
る
｡

酉
洞
院
時
慶
刑
も

二
月
廿
三
日
の
傍
に

日
暮
櫛
強
打i
姐
の
班
を
始
て
胤

巾
候

ビ

薄

い

化
.

｢
素
榔

薦

甜

欽

｣
に

は

p

洛
中

四速
土
居
之
S

,
文
呼
･lq慧
還
仲
之
崎
'
空

芸

は
肥
前
之
名
港

俺
之
城
に
御
衣
陣
被
掲
成
､
高
腰

の
都

の
構
､
本
膳
之
棟
子
な
ど
を
機
結

脚
雪

柳
川
蓋

品

印
韓
に
御
胡
散
和
之
'
共
墾

瓜
雅
之
川
池
に
土
肘
を
雛
き
､
允
に
竹
を
準

hiJ七
日
を
附
き
丑
を
惣
土
樹
と
晋
､
鴨
川
の
四
北
よ

り
牡
を
牡
き
故
郷
む
怖
と
な
る
｡

如
来
日
日
､
叫

湘
韓
日
､
田
舟
地
目
.
北
純
減
H
t
艮
鞍
蛸
日
､
北
火
原
口
､
射
光
糾
E

究
都
音
地
相
の
研
究

]〇

九

二
七



地

球

節
十
三
怨

節
二
挽

二
〇

二
八

I,-J
論
じ
て
ゐ
る
が
､

こ
れ
は
姉
を
征
韓
に
よ
せ
て
語
っ
た
も
の
で
.
天
正
十
九
年
に
は
既
に
出
凍
て
ゐ
る
か
ら
､
文

棺
の
役
･1J
の
摘
係
は
韻
詔
で
あ
る
ビ
見
て
よ
い
｡
し
か
し
て
天
正
に
秀
膏
公
が
行
な
う
た
京
都
の
都
市
整
理
の
結
果

は
､
こ
の
御
土
居
の
み
で
な
-
寺
町

へ
洛
中
の
寺
を
移
し
て
寺
院
を
盤
糾
し
､
五
修
や
三
櫨
の
大
橋
を
躯

-
､
御
車

町
を
新
に
通
じ
た
ピ
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
､
新
し
い
京
都
革
紐
の
大
事
業
で
あ
っ
た
｡
お
土
居
を
設
け
た
原
因
は
､

素
よ
-
信
㌢
公
の
云
は
れ
る
迫

-
.
防
衛
で
あ
る
が
ま
し
右

へ
の
羅
城
の
神
輿
で
あ
っ
た
,,･J
考
ふ
べ
き
で
あ
る
｡
こ

の
事
は
酉
国
博
士
が
既
に
京
都

雁
史
蹟
勝
地
調
査
報
告
脅
第
三
冊
に
評
諭

さ
れ
て
ゐ
る
の
に
捉
ふ
べ
き
で
あ
ら
-
O

お
土
居
の
岳

さ
五
旦
二
十
六
町
四
間

一
八
三
寸
五
分
よ
こ
亡
に
洛
中
を
四
周
し
て
椀
艇
ビ
し
て
長
蛇
の
如
き
も
の

で
あ
っ
た
｡
今
そ
の
元
椎
の
賓
側
聞
が
京
大
圃
史
研
究
室
に
あ
る
｡
二
百
分

1I
の
縮
間
で
い
か
に
も
細
大
洩
ら
さ
や

の
せ
で
あ
る
.
し
か
し
不
忠
講
に
も
姉
二
枚
及
窮
三
叛
の
地
閲
の
多
-
は
こ
れ
を
放

い
て
ゐ
る
｡
漸
-
貞
事
の
京
大

婚
閲
に
な
っ
て
そ
の
略
形
が
で
る
｡
そ
れ
に
は
'

此
舘
す
じ
土
手
な

-
､
七
千
間
の
飴
p
幅
四
間
有
｡

ビ
法
配
し
て
ゐ
る
か
ら
'
こ
れ
を
無
摘
心
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
'
市
街
丈
け
は
分
数
縮
尺
に
各
し
て
も
'
市
外

に
は
さ
-
し
た
縮
尺
を
及
ぼ
す
ほ
+.IJ)製
園
観
が
進
歩
し
な
か
っ
た
た
め
に
p
特
に
そ
の
北
速
は
賓
際
ど
は
ち
が
っ
た

も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
天
明
版
に
も
之
に
従
っ
て
鮎
線
で
荒
地
ま
は
-
yJ
L
る
し
て
は
ゐ
る
｡

し
か
る
に
さ
う
し
た
地
間
も
天
保
に
な
る
ビ
p
そ
の
北
適
は
正
し
-
縮
尺
に
合
し
明
瞭
に
且
託
し
-
塞
か
れ
て
ゐ

る
O
こ
れ
は
'
皆
時
天
下
指
に
乱
れ
ん
.J･J
し
て
､
都
袖
の
防
備
か
J思
ふ
念
願
の
敬
露
で
あ
っ
た
に
朝
違
な
い
｡
こ
の

事
は
班
に
述

べ
た
迫
り
で
あ
る
が
p
L
か
L
時
代
だ
共
に
地
間
に
封
す
る
正
し
い
観
念
が
徐
々
に
擬
達
し
だ
祐
乗
で



あ
る
ビ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
0

お
土
層
は
そ
の
後
市
町
の
発
展
に
伴
っ
て
､
あ
ち
ら
こ
ち
ら
P,JJ
取
-
去
ら
れ
る
所
が
で
き
た
.
元
水
天
正
圧
の
お

土
層
は
東
方
等
町

の兼
､
加
茂
川
ど
の
間
に
も
あ
つ
た
が
'
覚
文
年
中
板
倉
内
膳
iE
菜
館
が
所
司
代
FfJ
な
っ
て
ゐ
た

時
､
加
茂
川
ま
で
が
京
都
市
内
に
入
ハ
モ

し
ま
っ
た
｡
河
捕
町
末
鹿
町
古
記
練
に
日
-
～

以
二北
方
卦
撃

箪

氏

家
絶
叫
･E
赴

以
光
限

]幻
花
川
;
fST
･:.k
築
二
石
垣
;鍔

軸

防
敵

‥柑
中
之
対
数
筏
川
隈
に
州
成

即
ち

今
の
河
頂
町
が
こ
の
頃
に
な
っ

て
田
楽
た
｡

Ti,q-
に
於

て
か

お
士
盾
を
切
っ
た
所
も
国
衆
寵
の
で
､
切
通
し
ど

い
ふ
地
名
が
出
来
た
｡
現
に
府
立
第

一
高
等
東
壁
枚
の
商
に
切
遺
し
ビ
い
ふ
町
名
が
あ
る
｡
叉
川
に
沿
-
て
新

お
土

居
も
揖
淡
だ
｡
丸
太
町
の
川
端
ビ
概
数
邸
甚
迫
東

1
丁
下
ル
所
に
､
今

も
土
手
町
の
名
が
あ
る
.
こ
れ
は
か
う
し
た

お
土
層
の
慶
化
に
よ
っ
て
､
新
に
市
匿
が
そ
こ
に
出
来
た
こ
だ
な
つ
ぐ
る
も
の
.で
は
な
い
か
.

か
や
-
に
し
て
加
茂
川
縁
-
は
最
も
早
-
破
れ
た
け
れ
ど
も
'
明
治
の
初
年
に
は
獅
北
か
ら
酉
､
酉
か
ら
南

へ
か
け

て
そ
の
場
春
せ
る
も
の
が
多
か
つ
た
O
L
か
L
大
正
以
後
に
な
っ
て
､
こ
の
お
土
居
は
段
々
取
り
去
ら
れ
て
し
ま
ひ

牌
凹
初
の
而
影
を
見
ん
ど
せ
ば
､
北
野
醐
祉
附
近
か
ら
野
口
柑
あ
た

-
に
行
か
ぬ
ば
LJ
ら
ぬ
や
-
に
な
っ
た
｡
し
か
し

野
〓
附
妃
で
も
近
時
益
々
牧
rc,去
ら
れ
て
1

殆
..u
そ
の
過
去
を
失
は
ん
だ
し
て
ゐ
る
の
が
現
状
で
あ
る
.
史
蹟
地
ビ

し
て
可
然
き
地
匿
が
保
春
さ
れ
る
べ
き
を
職
う
の
は
予

一
人
の
み
で
は
あ
る
ま
い
｡

第

二

汽

草

と

汽

船

第
二
に
本
圃
の
特
色
だ
し
て
前
古
未
曾
有
で
あ
る
の
は
茶
の
間
に
始
め
て
汽
車
が
通
じ

｢
ス
テ
ー
,7･
ヨ

ー
｣
叉
は
｢

そ

ア

ン

シ

ョ

ー
｣

だ
い
ふ
も
の
が
現
は
し
て
あ
る
二
だ
､
及
研
穀
邸
に
r
鉄
道
寮
氾
収
所
L
PtJ
い
ふ
名
が
記
し
て
あ
る

i=i
祁
打
州
問
の
刑
究

l二

二
九



:J

第
十
三
怨

弟
二
髄

ー
二
一

三
〇

こ
}J
で
あ
る
0

抑
も
我
園
に
銭
道
の
創
始
さ
れ
た
の
は
､
明
治
二
年
十

一
月
.
戯
逆
起
業
の
廟
講
決
定
に
よ
-
'
東
田
両
京
を
迫

や
る
幹
線
を
企
て
､
ま
づ
嘉
横
間
工
事
を
起
す
こ
ど
密
命
せ
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
｡
勿
翰
p
こ
れ
よ
-
さ
き
嘉
永
六

年
米
囲
使
節
が
蒸
気
車

を
献
進
し
た
の
で
､
七
年
二
月
十
六
日
か
ら
.
横
潟
の
塵
技
研
基
に
軌
道
を
敷
設
L
t
蒸
乗

革
を
組
立

て七
二
十
三
日
に
之
を
運
輯
し
た
事
が
我
問
開
閥
以
楽
汽
車
あ
る
の
嶋
矢
で
あ
っ
た
｡
そ
の
後
い
ろ
-

I

の
塵
蓮
が
あ
っ
て
､
愈
々
明
治
二
年
起
工
明
治
五
年
七
月
束
横
間
蝕
道
落
成
｡
九
月
十
二
口
車
嚢
親
臨
し
て
開
業
あ

ら

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
､

1
万
京
都
の
方
も
こ
れ
を
忽
に
せ
せ
.
明
治
四
年
四
月
に
京
都
大
阪
間
の
測
量
が
命
せ

ら
れ
'
同
六
月
十
六
且
兄
都
に
地
道
寮
出
暗
所
が
閏
水
化
.
そ
こ
で
明
治
五
年
二
月
p
京
都
府
知
事
植
村
正
直
を
そ

の
御
用
掛
だ
L
t
三
月
十
五
日
.
東
本
願
寺
釈
放
邸
地
坪
八
千
八
百
九
十
三
年
を
代
慨
式
千
六
官
給
入
園
に
て
買
収

L
t
そ
こ
に
出
場
所
を
置
い
た
の
で
あ
る
｡
本
間
は
そ
の
潜
時
を
し
め
し
て
ゐ
て
而
白
い
｡
や
が
て
明
治
七
年
に
は

大
阪
帥
14
岡
の
r銭
道
が
出
凍
九
年
七
月
に
は
大
阪
向
日
町
閏
の
工
事
が
落
成
し
た
か
ら
.
二
十
八
日
か
ら
揖
樽
を
開

始
し
P
そ
の
年
の
九
月
五
目
に
は
末
都
大
宮
に
暇
停
車
場
が
根
来
､
十
年
二
月
五
日
に
な
っ
て
愈
々
京
都
醐
月
間
政

道
開
業
､
事
駕
親
臨
の
光
条
を
櫓

っ
た
こ
亡
で
あ
っ
た
｡
や
が
て
翌
日
の
二
月
六
日
に
京
都
停
車
場
を
ひ
ら
き
.
大

宮
暇
停
車
場
を
磨
し
た
｡
こ
の
鍵
設
の
経
費
､
明
治
十
年
度
兼
に
武
官
七
十
六
菌
七
千
式
百
凹
十
九
園
だ
報
告
さ
れ

た
の
で
あ
る
｡
か
-
て
建
設
が
縫
っ
た
か
ら
明
治
十
年
二
月
二
十
且
カモ
都
出
張
所
を
厳
し
.
七
月
に
は
さ
き
に
買
収

し
た
東
本
願
寺
概
数
邸
を
､
原
債
を
以
て
同
寺
に
更
成
し
た
ど
は
､
日
本
銭
道
史
の
報
せ
る
朗
で
あ
る
｡
獅
蔭
で
天

下
の
名
宛
が
今
日
に
保
存
さ
れ
た
･IJ
見
て
よ
い
｡
あ
ぶ
な
い
こ
,fJ
で
は
あ
っ
た
｡
但
し
尭
末
京
都
鉄
道
の
各
通
し
た



の
は
明
治
二
十
二
年
十
月
の
こ
亡
で
あ
る
｡

つ
ぎ
の
淀
川
を
見
る
ビ
河
蒸
汽
が
拝
ん
で
ゐ
る

O
閲
す
る
朋
名
代
の
三
十
着
の
貨
物
船
は
､
四
五
人
の
人
が
陸
を

引
服
っ
て
ゐ
る
け
れ
.'P,J
も
､
兼
客
19
舟
は
帆
を
張
っ
て
ゐ
る
中
に
､
堂
々
た
る
外
箱
の
茶
気
が
､
皆
時
の
語
で
い
へ

ば
｢
五
平
太
(
石
炭
)｣
を
た
い
て
､
甲
板

の
上
に
は
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
ゐ
る
水
夫
が
居
て
､
隣
旗
を
た
て
～
い
さ
ま
し

-
進
ん
で
行
-
で
は
な
い
か
'
新
儀
時
代
の
-
つ
ち
か
は
ゎ
が
両
白
い
0

第

三

第

轟

附

近

つ
ぎ
に
本
地
閲
で
我
々
の
注
意
を
ひ
-
の
は
鳥
丸
か
ら
兼
.
丸
太
町
か
ら
北
p
今
出
川
以
南
寺
町
以
酉
の
御
所
置

域
の
中
に
'
新
在
家
や
.
楼
町
.
院
参
町
p
西
院
褒
町
.
兼
殿
町
､
酉
殿
町
.
内
丸
太
町
'
内
桜
木
町
乃
至
中
筋
二

階
町
､
梨
東
町
､
常
磐
非
殿
町
､
展
如
堂
突
放
町
p
大
原
口
突
抜
町
な
ど
い
ふ
も
ど
の
公
家
屋
敷
の
町
名
が
滑
磯
布

し
て
ゐ
る
の
み
で
な
-
p
今
の
御
苑
外
廓
の
御
門
の
位
置
が
金
-
違
っ
て
昔
の
姿
の
ま
～
に
あ
る
こ
･IJ
で
あ
る
.

堺
町
御
門
は
今
は
丸
太
町
に
面
す
る
け
れ
ど
も
P
皆
時
は
九
修
邸
の
築
山
よ
･il
も
北
に
あ
わ
,p
下
立
襲
御
門
も

一

町
稗
は
奥
に
あ
-
.
蛤
御
門
は
南
面
し
て
道
路
は
鶴
の
手
に
な
っ
て
ゐ
た
｡
情
和
院
御
門
及
乾
御
門
北
ハに
同
様
に
鎚

の
手
に
建
っ
て
ゐ
た
｡
寺
町
御
門
だ
p
中
立
褒
御
門
E
P
今
田
川
御
門
の
位
置
は
今
も
昔
だ
は
か
は
ら
ぬ
け
れ
.F/J
も

石
塾
帥
御
門
の
如
き
は
今
日
よ
-
も
二
町
稚
奥
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
御
苑
の
御
河
溝
が
現
状
}J
は
や
～
違
っ
て
禁

泰
の
束
境
を
限
っ
て
み
る
｡
狗
叉
横
町
に
而
し
て
大
宮
御
所
の
目
の
前
.
柴
島
殿
の
膚
に
京
都
裁
判
所
が
あ
っ
た
.

こ
れ
は
有
栖
川
宮
御
殿
を
そ
れ
に
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
.

同
様
に
珍
ら
し
い
こ
}J
は
､
石
薬
師
御
門
を
入
っ
た
左
側
に
師
範
撃
枚
の
あ
る
こ
E
で
あ
る
｡

こ
れ
は
荒
都
府
誌

京
都
甘
地
脚
の
研
究

二
五

二二



地

球

約
十
三
谷

弟

二
班

]
茜

雲
F

に
明
治
九
年
p
上
京
第
十

一
組
中
筋
町
褒
唯
后
盟
御
殿
を
以
て
恨
校
倉
ビ
し
師
範
撃
枚
を
開
-
YJ
あ
る
の
に
解
を
合

す
る
も
の
で
あ
る
○

但
し
同
事
故
青
の
邦
に
p
明
治
十
三
年
婁
撃
枚
を
創
設
し
上
京
姉
十

一
組
中
筋
町
元
唯
后
魔
御
殿
を
暇
校
合
だ
し

授
業
を
開
始
せ
-
'
こ
れ
涼
都
市
立
美
珊
工
襲
撃
枚
の
前
身
な
り
だ
記
し
た
の
は
こ
の
師
範
尊
枚
移
噂
の
後
の
こ
亡

で
あ
る
｡
明
治
十
六
年
の
地
同
に
は
元
の
輝
範
撃
枚
跡
の

一
部
に
暇
に
置
か
れ
た
こ
.J･J
が
出
て
ゐ
る
｡
其
後
明
治
十

五
年
に
河
原
町
の
織
殿
に
蓬
撃
桟
が
出
凍
､
二
十
二
年
以
後
御
苑
内
博
腰
骨
跡
に
そ
れ
が
移
さ
れ
た
も
の
で
'
筆
者

も
丸
太
町
の
母
校
は
獅
之
を
目
撃
し
た

一
人
で
あ
る
｡

蓋
し
御
苑
の
建
物
が
取
-
抑
ほ
れ
て
今
の
形
に
L･b
つ
た
の
は
諸
藩
多
-
維
新
後
ビ
記
す
の
み
で
.
明
瞭
な
時
日
を

記
さ
な
い
｡
し
か
し
明
治
九
年
に
は
猶
中
筋
門
の
名
が
あ
-
､
御
苑
九
門
の
位
置
も
今
日
だ
ち
が
っ
て
骨
の
ま
ゝ
な

の
で
あ
る
か
ら
.
す

べ
て
の
規
模
が
現
状
に
な
つ
柁
こ
f̂J
は
p
九
年
以
後
で
あ
る
O
L
か
し
そ
れ
が
金
-
今
の
形
に

な
っ
た
の
は
極
め
て
新
ら
し
い
こ
ど
で
､
明
治
年
代
に
は
久
週
宮
邸
(
賀
陽
宮
)
が
滑
下
立
裏
御
門
通
の
北
側
に
あ
っ

た
.
大
正
天
皇
の
榊
即
位
に
際
し
て
こ
れ
を
撤
去
せ
ら
れ
る
1̂J
同
時
に
金
髄
の
苑
内
の
通
路
が
い
ち
じ
る
し
-
担
正

さ
れ
て
現
状
に
な
っ
た
｡
し
か
し
御
苑
が
桧
原
芝
産
に
な
-
か
け
た
こ
l,･J
は
必
し
-
明
治
九
年
以
後
だ
は
断
言
が
出

来
な
い
｡
何
ど
な
れ
ば
明
治
四
年
十
月
に
は
事
駕
来
逮
以
後
の
京
都
の
衰
微
を
挽
回
せ
ん
が
篤
め
､
初
め
て
博
腰
骨

な
る
も
の
を
ひ
ら
き
､
同
..<
空

二
月
に
は
大
宮
御
所
及
御
苑
内
を
大
博
男
倉
場
だ
し
て
､
多
-
の
飴
興
を
行
ひ
p
各

遊
廓
に
盤
通
し
て
歌
新
炊
狸
の
牧
を
以
て
観
客
,ぜ
ひ
か
し
め
た
だ
い
ふ
革
覚
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
､
蓋
し
こ
の
頃
か

ら
葉
連
の
周
囲
の
建
物
は
取
-
沸
は
れ
､
苑
内
北
南
の
隅
に
は
所
謂
常
設
博
豊
骨
場
が
出
水
も
す
れ
ば
､

明治
十
≡



年
に
は
博
墜
愈
場

の隣
に
側
杖
朋
な
ど
を
こ
し
ら

へ
る
や
-
に
埋
っ
た
の
で
あ
る
Q
之
を
明
治
十
二
坤
の

｢
京
都
府

間
組
分
納
閲
｣
に
見

る
ビ
P
苑
内
の
東
北
に
は
獅
師
範
撃
杖
が
あ
-
'
紫
炭
塵
前
に
は
煙
町
の
裁
判
所
が
鷲
の
如
-

で
あ
る
が
､
其
他
大
方
は
芝
生
ど
な
っ
て
ゐ
る
｡
し
か
し
両
賞
正
水
の
同
十
二
年
版
の
京
都
図
七
は
､
埜
遜
'
仙
洞

久
週
甘
.
及
今
の
主
殿
寮
の

1
角
を
の
ぞ
い
て
全
部
が
芝
壁
に
な
っ
て
ゐ
る
の
み
で
な
-
､
裁
判
所
も
師
範
撃
枚
も

共
に
消
え
て
ゐ
る
｡
蓋
し
明
治
十
二
年
に
は
､
師
範
撃
枚
は
新
町
揖
水
上
〝
(
今
の
府
臆
基
中
立
褒
署
の
地
)
所
に
新

築
さ
れ
て
.
十
二
月
二
日
新
枕
倉
に
引
き
-
つ
～
た
か
ら
で
あ
る
｡
瓜
ふ
に
革
懲
兼
行
以
後
御
苑
内
の
公
家
町
は
迫

々
ビ
か
は
っ
た
の
で
あ
る
が
.
特
に
明
治
十
年
を

一
時
期
だ
し
て
.
そ
の
以
前
だ
以
後
だ
の
面
目
は

一
新
L
た
ら
し

い
'
蓋
し
明
治
十
年

一
月
二
十
四
日
.
明
治
大
帝
は
東
京
宮
城
を
御
出
ま
し
に
な
っ
て
.
構
酒
か
ら
海
路
叫
声
に
出

で
ら
れ
p
二
十
七
目
刺
月
か
ら
粗
造
で
東
都
御
所
に
御
成
-
に
な
っ
た
｡
其
後
榊
武
陸
其
他

へ
榊
臨
串
に
な

り
.
い

ろ

-
1
民
の
疾
苦
を
訪
ね
教
育
産
業
の
御
輿
脚
を
遊
さ
れ
た
の
で
あ
っ
化
が
､
折
恵
し
-
西
南
戦
役
が
朝
敬
し
た
の

で

.
二
月
十
六
日
大
阪
か
ら
京
都
御
所
に
選
率
あ
ら
せ
ら
れ
p
爾
来
畢
路
を
み
そ
汀{
は
し
､
同
年
七
月
迄
御
駐
費
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
後
明
治
十
三
年
帝
び
京
都

へ
御
巡
幸
に
汀
b
つ
た
さ
う
し
た
行
事
が
あ
る
度
ご
ざ
に
御
苑
内
は

段
々
P,J整
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
O
恩
ふ
に
明
治
十
年
を

l
樽
機
ピ
し
て
九
円

の
楳
龍
も
か
は
り
御
苑
内
の
内
は
殆

ど
芝
錐
に
化
し
た
の
で
あ
ら
-
｡

従
っ
て
｢
組
分
細
岡
｣
の
龍
雄
は
十
二
年
以
前
の
様
子
で
あ
っ
て
p
富
頑
正
水
の

十
二
年
版
の
方
が
事
薯
に
近
い
も
の
だ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
｡

但
し
師
範
撃
枚
跡
に
塞
撃
枚
の
名
は
明
治
十
六
年
版
に
出
て
-
る
が
､
こ
の
十
二
年
版
に
は
何
も
か
い
て
な
い
0

恐
ら
-
師
範
移
樽
の
筏
嘉
撃
枚
設
立
の
講
ま

だ成
立
せ
ざ
る
時
の
刻
成
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

文
部

甘
北

岡

の
馴

究

〓

泥

蔓
ニ



地

球

節
十
三
番

妨

二

班

二六

二
川

第

四

維

新

の

新

し

い

施

投

御
苑
内
の
担
化
の
み
で
な
-
p
本
間
に
は
そ
れ
が
今
日
に
於
て
珍
ら
し
い
こ
亡
で
あ
っ
た
J,J
考

へ
ら
る
ゝ
も
の
が

甚
だ
多
い
｡
第

一
に
京
拙
肝
臓
の
位
置
､
中
撃
枚
の
位
置
､
も
し
-
ぽ
各
軍
匿
に
於
け
る
小
撃
綾
を
は
じ
め
､
女
紅

場
､
倉
密
局
､
授
産
所
､
基
音
院
p
療
病
院
p
女
工
引
立
愈
柾
.
女
工
本
局
､
女
工
分
局
､
養
岩
場
､
英
撃
棟
､
四

櫨
硯
橋
､
等
蚤
-
前
代
未
聞
の
新
設
欄
が
'
こ
の

一
幅

の地
図
坤
に
網
羅
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
｡
凡
そ
こ
れ
ら

の
新
し
い
施
設
は
聾
に
明
治
維
新
の
新
政
が
p
い
か
に
我
京
都
市
を
動
か
し
た
が
を
語
る
も
の
で
あ
っ
て
､
や
が
て

こ
れ
が
日
本
の
教
育
及
産
業
の
上
に
大
き
な
波
紋
を
起
こ
さ
し
た
操
子
で
あ
る
ビ
息

へ
ば
'
誠
に
涙
ぐ
ま
し
い
程
欣

躍
の
情
に
盗
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
-
0

京
都
人
は
由
雄
引
き
込
み
で
､
消
極
的
で
は
あ
る
だ
は
い
へ
.
か
う
し
た
先
進
の
設
備
が
明
治

の初
年
に
い
ち
は

千
-
行
は
れ
た
こ
だ
に
つ
い
て
は
.
正
に
大
に
誇
る
に
足
る
}J
同
時
に
p
今
の
一世
の
L人
々
に
封
し
て
は
､
沈
恩

一
番

火
に
†1r
政
配
収
の
勇
武
を
起
さ
し
む
る
も
の
で
な
-
て
は
な
ら
ぬ
.
筆
者
は
さ
う
し
た
新
し
い
時
代
の
第

1
頁
を
讃

む
朱
分
に
な
っ
て
.
こ
～
に
こ
れ
ら
の
譜
程
の
簡
箪
な
沿
革
を
の
ペ
て
お
き
た
い
｡

京
都
府
廟

二
楳
城
か
東

都
酔
鹿
に
し
た
の
は
､
明
治
四
年
六
月
の
こ
ど
で
あ
る
が
'
維
新
の
際
､
明
治
元
年
二

月
十
九
旦
湘
郡
裁
判
所
が
出
水
'
苗
里
小
路
博
鼻
之
が
地
絡
ど
な
っ
て
'
京
都
の
庶
政
を
執
行
し
た
｡
常
時
裁
判
所

の
指
令
に
よ
っ
て
p
宇
治
S
l御
茶
師
L土
jJ
が
帯
刀

を
許
さ
れ
た
文
事
Ll
r̂/J
が
今
に
魂
っ
て
ゐ
る
の
も
面
白
い
.
さ
-

し
て
そ
の
役
所
は
元
の
両
町
寒
行

(
醐
泉
苑
の
酉

.
御
地
千
本
東
)
で
あ
っ
た
が
､
こ
の
裁
判
所
の
名
は
抱
か
三
ケ

月
飴
で
厳
止
さ
れ
て
'
明
治
元
年
閏
四
月
十
Ig
i=
､
衆
都
府
が
創
設
さ
れ
.
長
谷
信
篤
が
初
代
の
知
事
ビ
な
っ
た
の



.

･

､-
‥
･

･
､

-

■

･

■
.

で
あ
る
｡
京
都
肝
は
主
だ
し
て
i;
操
を
治
め
p
宵
､
堂
上
.
諾
僕
等
に
摘
す
る
事
務
は
そ
の
場
園
で
L･i
か
つ

化
｡
や

が
て
二
年
七
月
二
=
に
は
府
魔
を
畢
賂
官
営
鹿
に
-
つ
し
た
｡
之
を
明
治
二
年
の
地
園
に
徴
す
る
ビ
P
恰
も
読
都
府

は
新
町
下
長
者
町
か
ら
下
室
員
･乱
で
今
の
鹿
合
の
地
に
あ
る
｡
さ
-
し
て
そ
の
宙
下
立
巽
か
ら
丸
太
町
ま
で
の
間
に

は
､
兵
部
省
兵
隊
屯
所
だ
託
し
て
あ
る
｡
蓋
し
罫
絡
官
儀
魔
ビ
い
ふ
の
は
維
新
前
兼
和
守
故
職
の
邸
地
で
あ
っ
て
'

即
今
の
府
魔
敷
地
で
あ
る
O
こ
の
際
府
鹿
を
懲
邸
.i
移
す
や
そ
の
商
に
あ
っ
た
兵
隊
屯
所
を
開
い
て
今
日
見
る
や
-

な
柳
を
両
側
に
栽
ゑ
た
旗
楯
が
出
雄
花
の
で
あ
る
ら
し
い
｡
し
か
し
明
治
凶
年
六
月
二
十
六
日
に
は
帯
び
雁
魔
を
二

様
城
に
移
し
化
か
ら
'
こ
～
に
中
学
校
が
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
㈲
魔
は
明
治
十
八
年
六
月
五
日
'
二
怪
城
か

ら
帯
び
儀
の
倍
散
に
跨
っ
た
時
.
背
中
撃
枚
の
講
堂
を
正
鹿
に
し
､

その
四
方
に
あ
っ
た
数
棟
の
数
室
を
各
課
に
利

用
し
た
が
'
明
治
三
十
五
年
に
な
っ
て
漸
-
之
を
改
築
し
三
十
七
年
十
二
月
今
の
洋
館
建
築
ど
な
っ
た
｡
昭
和
二
年

御
大
典
に
際
し
て
.
を
の
東
方
の

一
棟
を
増
築
し
た
の
で
あ
る
｡

本
国
は
さ
う
し
た
二
傾
城
が
僻
鹿
時
代
の
地
間
で
あ
っ
て
.
よ
-
見
る
と
そ
の
東
北
隅
に
火
風
格
が
あ
る
､
蓋
し

徳
川
時
代
既
に
市
に
滑
防
機
銅
だ
し
て
火
見
所
が
あ
っ
て
'
高
楼
に
鐘
が
H
L
て
あ
っ
化
｡
そ
の
中
英
機
柏
は
千
本

屋
敷
に
あ
っ
た
の
で
､
そ
の
時
の
管
銀
は
今
も
茶
都
雄
役
所
に
洩
っ
て
ゐ
る
｡
恐
ら
-
千
本
屋
敷
の
火
見
所
生

一様

城
に
移
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
-
O

か
撃
校

維
新
に
際
し
て
小
撃
枚
の
創
立
は
誠
に
我
束
都
の
誇
で
あ
た

光
で
あ
る
｡
明
治
初
年
京
都
府
は
登
園

に
挙
党
し
て
教
育
概
観
を
創
設
し
文
明
の
施
設
を
し
た
｡

こ
れ
は
賓
に
我
間
近
世
教
育
の
模
範
で
あ
っ
て
.
中
央
政

棺
を
し

て
一
時
そ
の
棚
準
を
本
田
に
需
め
し
め
た
も
の
で
あ
る
｡
蓋
し
こ
れ
は
本
肝
が
明
治
丁
尋

に
突
如
だ
し
て
振

山九
榔
宵
山
榊
S
研
舵

三

三
五



地

球

節
十
三
塔

節
二
班

-

六

三
六

験
し
た
革
鴛
兼
蓬
の
大

打
撃
に
捺
し
.
官
民
が

一
致
し
て
善
後
賀
.tJ
L
で
考

へ
つ
い
た
大
事
業
で
あ
っ
た
｡
数
宵
の

普
及
上
進
に
よ
っ
て
､
人
心
の
清
江
を
挽
回
せ
ん
.JJ
し
た
結
果
で
あ
っ
た
が
､
明
治
天
漁
は
撲
-
故
郷
の
盛
衰
を
勝

念
あ
ら
せ
ら
れ
て
p
事
鶴
来
行
に
際
し
､
京
郡
市

へ
米

1
甫
石
金

拾
菌
粥
を
下
錫
さ
れ
た
の
で
そ
の

1
部
を
以
て
致

育
資
金
だ
し
て
こ
～
に
日
本
政
和
の
小
撃
接
を
建
て
た
の
で
あ
る
｡

叩
清
元
年
間
凹
月
末
都
府
が
設
滑
さ
る
ゝ
や
､
府
は
強
制
苗
を
六
十
四
位
だ
L
.
毎
匿
に

一
筒
の
小
撃
杖
を
建
て

る
こ
･J･J
に
し
た
｡
こ
の
際
府
出
仕
植
村
iE
匿
男
の
益
棒
は
注
目
に
慣
す
る
0
か
-
て
五
月
二
十

一
日
?
上
流
第
二
十

七
碑
組
小
撃
杖
(柳
他
校
)
が
は
じ
め
て
開
校
し
て
普
通
教
育
の
先
鞭
を
つ
け
'
同
年
十
二
月
末
に
市
内
に
六
十
四
校

が
出
凍
上
つ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
事
は
前
古
未
曾
有
の
批
観
で
あ
っ
て
二
欄
浬
諭
音
の
涼
都
撃
枚
記
な
る
も
の
が
'

そ
の
詳
刺
を
語
っ
て
ゐ
る
｡

申
笹
校

両

様

諭

嵩

は

ーヨ

-

I

京
都
の
桝
校
は
明
治
1
雇

よ
り
誠
を
紬
き
し
も
の
に
し
て
;
下
申
桝
と
銘
つ
-
る
も

の
四
所
'
小
堺
校
と
お

っ
-
る
も
･3
iハ
十
四
仰
あ
り
.
市
中
を

六
十
川
'&
に
分

っ
て
樹
枝

の
純
別
と
せ
L
は
'
彼

の
粥
梓
に
所
謂
ス
ク
ー
ル
ゲ
ス
ト

-
ツ
ゲ
な
ら
ん
云
々
､
四
所

の
叩
砕
校
に
は
外
閥
人
里
腿
ひ
英

俳
‖
耳
地
,ll
誹
蝉
を
敢
ふ
云

々
(
明
治
五
年
小
五
月
六
日
記
)

蓋
し
=
本
の
中
等
致
育
は
元
年
十
二
月
太
政
官
の
島
尊
所
及
語
撃
所
里
親
都
市
に
設
龍
せ
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
O

L
か
し
撃

一年
九
月
に
之
を
厳
し
十

二
月
大
豊
枚
Jぱ
っ
-
つ
た
が
'
や
が
て
之
を
も
や
め
て
太
政
官
か
ら
兼
京
'
京

都
二
府
に
中
撃
を
つ
-
る
こ
と
.k
J命
じ
た
｡
そ
こ
で
三
年
十
二
月
薦
所
司
代
邸
倉
に
囲
尊
p
支
那
撃
､
洋
撃
の
三
局

を
設
け
て
開
接
し
た
｡
但
し
常
時
囲
､
決
､

二
月
は
本
棟
に
あ
っ
た
け
れ
E,I,
I--J.
洋
学
局
は
外
に
あ
っ
た
｡即
簡

単

M､-1.､一W
J



局
は
猿
人

-
ユ
ー
ド
ル

フ
､

レ
-

マ
ン
を
致
師
}J
し
て
河
原
町
二
憧
甫
(勧
業
場
内
)
に
設
け
た
の
で
あ
つ
た
が
､
や

が
て
.
明
治
四
年
に
米
人
ポ
ー
ル
ド
ゥ
ヰ
ン
を
晒
し
て
､
高
田
別
院
(
河
原
町
英
川
南
)
で
英
語
撃
を
教
授
せ
し
め
た

明
治
五
年
に
は
触
恩
院
華
頂
宮
懲
邸
内
で
仙
人

レ
オ
ン
ジ
ュ
リ

ー
の
俳
撃
数
接
が
始
ま
-
'
非
人
イ
ー
プ
ア
ン
ス
の

英
語
撃
数
場
が
角
倉
邸
内
(
河
原
町
二
様
)
に
開
か
れ
た
｡
基
語
撃
の
蕉
徒
が
政
も
多
-
敢
初
男
産
四
十
五
名
'
東
壁

九
十
二
名
ビ
綱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
痛
棒
氏
の
中
学

J･J
名
づ
-
る
も
の
四
所
あ
-
亡
は
薯
に
こ
の
濁
､
米
'
沸
.
基
の

四
所
を
さ
し
た
こ
,1J
で
あ
っ
た
｡
付
し
イ
ー
ゲ
ア

ン
ス
は
よ
い
牧
師
で
な
か
っ
た
か
ら
､

一
年
で

エ
γ
ネ
ス
ト
ウ

エ

ッ
ト
ン
が
代
は
つ
た
｡
但
し
外
の
教
師

の中
で
俳
人

レ
オ
ン
.,,h
ユ
-
1
の
功
績
が
教
も
大
き
-
そ
の
門
人
で
成
功
t

た
も
の
が
多
い
｡
詳
-
は
｢
京
都
府
誌
｣
を
見
ら
れ
た
い
.

明
治
五
年
五
月
､
明
治
天
畠
は
本
府
に
行
年
の
糊
'
親
し
-
こ
れ
ら
の
中
撃
に
臨
御
せ
ら
れ
て
､
壁
従
の
撃
業
を

天
豊
あ
ら
せ
ら
れ
た
･,J
い
ふ
こ
ど
で
あ
る
が
､
か
-
し
た
些
細
な
中
撃
枕
に
北
で
'
列
弧
互
に
致
師
を
入
れ
た
こ
'7J

は
恰
も
.
支
那
清
朝
の
,終
末
外
聞
敦
師
招
鴨
の
都
賀
に
糎
似
し
て
ゐ
て
何
1̂J
も
い
へ
ぬ
尻
こ
そ
ば
さ
が
あ
る
で
は
な

い
か
｡
や
が
て
六
年
六
月
､
今
の
説
都
府
魔
内
(
薦
守
護
職
邸
で
維
新
の
際
軍
務
官
が
あ
っ
た
)
に
利
挟
撃
'
猫
逸
撃
､
英

撃
枚
数
隼
の
四
散
場
が
新
築
さ
れ
た
の
で
和
漢
単
数
撃
を
新
教
場
に
-
つ
し
､
傭
撃
里
向
田
別
院
の
基
準
教
場
に
合

併
し
た
｡
明
治
八
年
三
月
に
は
そ
の
俳
語
数
場
を
も
閉
館
し
た
の
で
七
光
撃
杖
の
み
に
な
っ
た
0

本
閲
は
丁
度
さ
う
し
た
申
撃
枕
(
そ
の
前
面
に
は
柳
切
並
木
の
あ
る
折
が
出
凍
て
ゐ
る
)
ビ
鋤
莱
場
の
位
置
を
し
め

す
も
の
で
あ
る
｡
其
筏
明
治
十
八
年
中
学
は
寺
町
丸
太
町
北

へ
入
(
今
肝
立
筋

山
高
等
女
整
枝
の
地
)
へ
新
築
砂
糖
す

京
都
甘

地

尉

山

研

光

i
品

三
七



地

球

節
十
三
怨

筋
二
班

二.iO･

三
八

る
こ
ど
に
L･JJ
つ
た
Cl

敦
紅
場

本
間
丸
太
町
土
手
町
に
女
紅
場
が
あ
る
｡
こ
れ
薯
に
明
治
五
年
四
月
十
四
日
開
校
の
新
基
準
枚
及
女
紅

場
.
英
女
撃
枚
ビ
い
ふ
も
の
で
あ
っ
た
O
数
師
は
イ
ー
ダ
ン
ス
夫
妻
で
あ
っ
て
､
我
問
女
撃
枚
の
噂
矢
で
あ
る
｡
六

生

二
月
以
後
は
英
人
ウ

エ
ッ
ト
ン
夫
妻
が
や
っ
て
き
た
.
蓋
し
男
子
の
英
撃
接
だ
共
通
の
致
員
で
あ
る
｡
七
年
六
月

か
ら
基
女
撃
枚
ど
な
っ
て
男
子
は
中
塾
枚

へ
蹄
し
光
｡
明
治
九
空

一
月
か
ら
女
撃
取
だ
改
め
'
和
漢
尊
を
合
せ
て
数

へ
七
年
十

山
月
に
は
三
井
高
蘭
が
や
っ
て
き
て
勢
株
を
数

へ
た
｡
そ
こ
で
女
紅
場

だ
い
ふ
名
が
出
水
た
の
で
あ
る
.

明
治
十
五
年
以
彼
女
紅
場
の
名
を
鷹
止
し
女
撃
枕

,̂J
な

-
'

一
時
は
大
谷
沢
本
願
寺
か
ら
維
持
費
を
-
け
た
.
後
明

治
三
十
二
年
九
月
今
の
校
合
に
-
つ
っ
た
の
で
あ
る
｡
筆
者
は
嘗
て
師
範
学
校
蕉
従
ビ
し
て
こ
の
寺
町
丸
太
町
の
元

の
申
尊
枚
に
尊
び
､
後
に
地
班
の
致
師
ビ
し
て
'
こ
の
節

1
府
立
女
撃
枚
に
奉
職
す
る
こ
./J
凡
九
年
､
今
こ
の
地
園

に
封
し
て
戚
慨
無
慮
な
る
も
の
が
春
す
る
.

女
工
引
立
曾
社

数
工
務
局

女
紅
場
ビ
い
ふ
名
に
似
て
珍
ら
し
い
の
は
本
圃
に
示
め
す
朋
の
今
の
疎
開
花
見
小

路
に
あ
っ
た
.
女
工
引
立
愈
配
で
あ
る
O

こ
れ
も
明
治
維
新
の
波
潤
を
語
る

1
設
備
で
あ
る
｡
蓋
し
明
治
二
年
革
潟

東
事
後
霜
浴
の
地
境
に
温
容
を
極
め
遊
廓
の
如
き
噂
菅
の
繁
華
も
横
堀

.I
朝
の
夢
ビ
化
し
た
際
に
.
明
治
五
年
十
月

二
日
太
政
官
連
第
二
回
九
十
五
紙
で
遊
女
解
放
令
が
国
花
｡
そ
こ
で
各
遊
廓
は
婦
女
職
工
引
立
骨
就
な
る
も
の
を
創

蕊

-
.
盛
者
遊
女
を
強
制
的
に
大
赦
せ
し
め
て
､
裁
縫
手
鑑
音

数

へ
､
専
ら
浮
業
を
樽
じ
て
正
業
に
就
か
し
警
O
や

う
に
し
た
｡
知
新
長
谷
信
篤
大
に
嵩
ん
で
枕
金
を
草
減
し
た

(
明
治
十
四
年
に
至
っ
て
税
金
牛
減
唐
止
む
)
.

そ
こ
で

こ
の
骨
融
は
槍
番
を
置
い
て
督
業
上
の
所
得
を
精
算
配
付
し
.
解
散
院
を
ひ
ら
き
､
特
に
砥
園
遊
廓
で
は
磯
職
場
.



製
茶
場
等
を
設
け
て
遊
女
に
賓
業
的
教
育
を
施
し
､
歌
舞
練
場
を
設
け
て
諸
塾
を
研
究
さ
し
た
も
の
で
あ
る
｡
本
間

寛
に
さ
-
し
た
女
工
本
局
機
純
場
･,･J
､
製
茶
場
が
あ
る
｡
薮
蚊
典
は
い
つ
迄
も
御
茶
を
引
-
の
は
い
や
で
あ
っ
た
ビ

見
え
.
こ
れ
は
間
も
な
-
中
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
そ
れ
で
も
砥
園
に
は
今
も
歌
舞
繰
場
が
の
こ
･D
､

皿
智
骨
だ
い
ふ
制
度
も
督
時
の
ま
～
に
憧
は
っ
て
ゐ
る
｡
常
時
二
修
新
地
A,U
い
ふ

一
部
も
あ
つ
た
が
本
間
こ
れ
む
し

る
し
て
は
ゐ
る
が
'
明
治
二
十

一
年
市
債
改
正
の
際
二
櫨
新
地
は
無
-
A.b
つ
た
｡

舎
密
局
及
基
地
の
施
設

草
枕
や
女
工
場
が
明
治
の
新
し
い
刺
戟
を
-
け
化
の
み
で
な
-
'
我
工
業
界
も
麓
前
の

改
啓
に
際
骨
し
た
｡
そ
の
第

一
は
倉
密
周
で
あ
る
｡
明
治
三
年
十
二
月
の
創
設
で
(
土
手
町
.
英
川
上
ル
)
排
撃
､
化

撃
を
研
究
し
､
有
川
の
薬
物
を
精
錬
し
飲
料
食
物
を
険
し
p
石
鹸
.
氷
糖
､
就
郷
､
倣
陶
'
牧
鞘
､
飯
典
'
米
作
'

閲
憲
等

一
切
の
工
薮
料
撃
を
や
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
同
時
に
革
想
兼
達
の
際
の
御
下
閥
金
で
河
原
町
二
様

(今
の
京

都

ホ
テ
ル
)

忙
鋤
業
場
を
設
け
､
貸
業
家
の
子
弟
を
海
外
に
派
遣
し
た
｡
二
低
域
の
元

の
養
鶏
場
は
明
治
四
年
四
月

の
開
業
で
あ
っ
て
､
植
桑
養
竃
製
糸
を
数

へ
､
明
治
三
年
四
月
に
は
授
産
所
を

(申
立
褒
於
屋
町
北
)
に
た
で
1
失

産
の
流
民
に
職
業
を
典

へ
p
河
規
荒
潮
口
下
ル
(
今
大
学
病
院
精
醐
科
)
期
に
は
肢
牧
畜
場
を
つ
-
つ
て

(明
治
五
年

二
月
)
来
園
よ
り
牛
革
を
買
入
れ
'
牛
乳
へ
製
乳
'
葦
毛
を
遣
わ
'
発
て
外
囲
数
師
を
裾
入
れ
た
｡
本
間
は
さ
-
し

た
種
々
新
し
い
講
が
の
せ
で
あ
る
が
､
聡
史
の
報
せ
る
所
に
よ
れ
ば
'
こ
の
際
製
革
場
p
栽
培
試
威
場
'
製
靴
場
､

博
物
舘
p
織
殿
､
数
殿
'
化
芥
所
等
を
起
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
本
間
は
そ
れ
ら
の
細
託
に
及
ん
で
は
ゐ
t･.
い

同
志
社

新
島
嚢
は
､
元
治
元
年
圃
禁
を
犯
し
て
､

海
外
に
遊
び
昔
撃
の
結
基
'
明
治
七
年
十
二
月
蹄
胡
し
た
が

未
開
宜
数
抑
デ
ブ
イ
T(

及
京
都
府
顧
問
川
本
兜
馬
の
協
力
を
稗
tJ
t
八
年
十

一
月
同
志
社
英
撃
枚
を
創
立
し
た
｡

竹
i
郷

甘

地

相

の

研

究

三

T
･

三
九



地

球

妨
十
三
徐

節

二
髄

≡
1

附
0

枚
倉
は
最
初
は
寺
町
丸
太
町
⊥
ル
哲
常
総
邸
内
(今

新
島
邸
)
に
あ
っ
て
畢
珪
横
に
八
名
で
あ
っ
た
｡
九
年
に
な
っ
て

耶
岡
寺
門
前
町
に
新
築
L
九
月
に
移
晒
し
た
O
故
に
本
圃
は
英
撃
杖

!̂J
の
み
之
を
記
し
て
ゐ
る
.

薩
病
院

明
治
五
年
十

一
月
京
都
肝
は
市
内
究
m
青
珪
院
内
に
暇
病
院
か
由

い
た
｡
官
民
協
力
の
結
果
で
棒
材
蓉

難
の
斡
旋
が
大
で
あ
っ
た
｡
こ
の
時
弼
人

レ
ー
ヤ
ン
は
川
化
撃
を
講
義
L
p
備
閑
人

レ
オ
ン
Jr,)
エ
リ
ー
は
撒
布
語
を

数

へ
た
0
そ
れ
が
明
治
十
三
年
七
月
に
t-･5
-
.
今
の
据
井
町
に
院
合
皮
鰐
撃
杖
が
新
築
さ
れ
る
こ
亡
に
な
っ
た
｡
本

圃
に
は
そ
の
鎚
設
都
路
所
が
今
の
久
適
宮
邸

LS)北
方
に
乱
し
て
あ
っ
て
p
三
修
殿
邸
な
'.～
が
そ
こ
に
の
こ
つ
て
記
さ

れ
て
ゐ
る
｡

脚
力
と
根
尾
と
申
相
模

そ
れ
に
し
て
も
地
図
は
時
代
だ
典
に
進
歩
し
て
.
蓬
に
は
公
共
の
建
物
で
な
-
で
も
P

個
人
の
邸
宅
で
も
こ
れ
を
甜
入
す
る
や
-
に
な
る
｡
本
間
が
件
に

一
カ
･fJ
栂
尾

/̂IJ
中
村
屋
の
三
つ
の
大
き
い
お
茶
屋

を
記
し
た
所
が
面
白
い
｡
今
は
相
見
を
知
る
人
も
少
い
で
あ
ら
-
が
'
他
の
二
肝
は
騒
然
･,･J
L
で
菅
栄
し
て
ゐ
る
｡

.i
方
に
女
工
引
立
愈

酢
が
あ
っ
て
.
製
茶
や
磯
職
を
数
え
て
iE
栄
に
つ
か
し
め
や
-
ビ
努
力
し
て
ゐ
て
も
う
流
石
は

京
は
遊
楽
の
地
で
あ
る
｡
あ
ら
ゆ
る
個
人
の
邸
宅
を
赦
越
し
て
三
つ
の
お
茶
屋
だ
け
が
託
さ
れ
て
ゐ
る
ど
こ
ろ
が
面

白
い
O
m
L
本
間
の
沓
坤
村
上
鋤
兵
衛
の
店
の
付
置
が
併
せ
て
旧
で
ゐ
る
の
は
､
ぬ
か

-
の
な
い
本
屋
で
あ
っ
た
ど

い
つ
て
よ
か
ら
-
0

集
書
院

敢
後
に
本
市
が
誇
る
べ
き
も
の
は
､
東
園
に
基
音
院
ビ
租
す
る
､
日
本
政
初
の
市
民
同
番
館
を
有

っ
た

こ
ど
で
あ
る
｡
こ
れ
は
明
治
五
年
四
月
府
下
の
.有
志
の
寄
附
で
Ⅲ
凍
た
公
北
ハ
の
洋
風
建
物
で
あ
っ
て
'
公
衆
縦
覧
館

の
鳴
欠
で
あ
-
p
東
京
囲
碁
鮪
よ
-
も
数
月
も
さ
き
に
揖
祇
て
ゐ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
他
三
憤
兼
洞
院
'
即
今
の
郵



償
局
の
地
で
あ
る
が
､
昏
睡
の
デ
ン
シ
ソ
シ
ヨ
､
.1J
郵
便
役
所
は
や
は

-
そ
の
頃
か
ら
附
近
に
あ
っ
た
｡

し
か
し
不
率
に
し
て
基
輩
院
の
蒐
基
し
て
-
れ
た
薄
給
の
数
は
少
-
は
な
か
っ
だ
が
'
文
運
兼

だ開
け
や
十
五
年

三
月
に
は
'
を
の
維
持
さ

へ
が
山
楽
ぬ
粥
に
な

-
､
そ
の
図
番
申
寄
托
の
も
の
は
､
常
に
過
し
'

-1部
は
師
範
や
中

撃
に
托
し
'
古

事
洋
本
は
大
豊

屋
に
托
し
､
其
後
拝
啓
は
北
野
帥
融
に
預
け
た
｡

二
十
三
年

京
都

府

教
育
骨
が
附
焼
固

顛
舘
を

開
設
す
る
に
至
っ

て
､
北
野
糾
配
に
預
け
た
桑
の
親
藩
を
下
付
し
た

▲魯

け
れ
'.,jJ.
も
､
か

-
し
た
Jr
,,
J

さ
-
さ
の
間
に
散
供
し
た
珍
本
は
蓋
し
多

い
こ
と
で
あ
ら
-
｡
現
に
我
京
都

の

常
時
の
他

聞
で
さ

へ
も
P
今
は
容
易
に
之
を
見
る
こ
と
が
Ⅲ
凍
L･4
-
な
っ
た
の
で
あ
る
.
図
番
飴
が
そ
の
ま

～
頂

い
て
ゐ
吾
な

ら
ば
ビ
思
ふ
情
に
た
え
な

い
｡

予
は
か
-
し
柁
こ
と
を
顧
み
て
､
た

っ
た

一
枚
の
甘
地
団
ビ
い
へ
..rJJ
も
､
機
を
失
せ
ず
し
て
之
を
版
蒐
す
る
所
の

人
々
に
敬
意
を
表
せ

ざ
る
を
得
な
い
.

黒

部

峡

谷

と

温

泉

.
(
同
版
聖

雇

附
)

石

ノ

成

章

日

次

7
.
黒
部
峡
谷
の今
廿
｡

二
'
地
形
9

三
､
地
1rh
O

四
㌧
泡

盛
｡

五
'
嬰
紺
｡
(歩
誰
本
部
五
En:分
l地
形
脚

鎗
ケ
純
｡立
山

深
部
肋
筋
と

氾叔

黙
部
･附
歩
順
';)

桝
､
豊
郷
峡
谷
の
今
昔

三

.ii.i

E

!


